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広報委員：大津・寺本・冨樫次号の『 OH!YATTA!! 』は10月初旬発行予定です。お楽しみに！

発行／足立区大谷田就労支援センター・足立区大谷田ホーム

オォ！　　　　　　　　ヤッター！！

OH! YATTA!!OH! YATTA!!
〒120－0001 東京都足立区大谷田1-44-3

TEL:03-3605-6762 FAX:03-3605-7037
 　　　　URL:http//www.ooyata.com

平成19年 4月 広報春号

発行責任者／末吉 正和

　今回の春号は、『施設長のあいさつ』2月に行われた『ホームページ研修』と３月に行われた『大

谷田合同防災訓練』、また、4月初旬に大谷田福祉施設（足立区大谷田就労支援センター中庭）の中

庭で行われた『大谷田ふれあい桜祭り（チャリティバザー）』の報告をお届けします。
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施設長あいさつ
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　足立区大谷田就労支援センターは、身体障
害者の（旧）通所授産施設です。一般就労が
困難な障害者に対して、作業と働く環境を提
供し、個々の能力に応じて支援を行う福祉サ
ービスの一つです。現在２３名の方が利用さ
れています。
 １８年度から施行された障害者自立支援法
の考え方の一つに、障害者の働く機会の拡大
・推進が掲げられています。しかし、障害者
の働く場の拡大はなかなか進んでいかないの
が現状です。今後の障害者雇用施策に期待す
るものです。
　私たちの施設（福祉的就労の場）から利用
者の就労支援を考えた時に、いろいろと考え
させられることがあります。
 ３年前から日々のデータ入力作業を提供し
ていただける企業があり、継続した作業に取
り組み始めました。この作業を通して、顧客
の視点から評価できるようになったことで利
用者に変化が現れてきました。周期的に長い
休みがあった利用者の通所率が良くなりまし
た。また、いろいろありながらも、入力数が
増えた、ミスが減ったと一喜一憂しながらも
毎日通所し、作業に取り組んでいる多くの利
用者には頼もしく感じる場面も多くなりまし
た。一般就労への道のりもまだまだ先のこと
なのでしょうが、以前の彼らからすると大き
な進歩です。
　しかし、一方では、その変化になかなか対
応できない利用者もいます。
　決して能力がない訳ではありません。障害

者としてしか評価を受けず社会的な経験が少
ないことに起因しているようです。
　障害者を取り巻く周辺（家族、福祉サービ
スのあり方）に少なからず課題があるように
思います。
 障害者は、「かわいそう。自分がいなけれ
ば何もできない。」と考え、「これはむずか
しい。…できない。」と決めつけ、周辺の環
境整備のみに気を配って、実社会で経験し学
ぶ機会を奪っているようです。力はあるのに
と悔しく思うことも多々あります。
　自立心は、社会との接点なしには育ちませ
ん。なかなかそこに気がつかないまま時間が
過ぎて、気がついた時には解決が難しくなっ
てきているのが現状のようです。
　利用者自身が人とのかかわりや仕事を通し
て、直接・間接的に社会的評価を受けること
は、利用者自身の成長を促し、自立心を育ん
でいくことになります。
　足立区大谷田就労支援センターにとっては
、利用者の自立支援は、就労支援と切り離せ
ない支援テーマになっています。
　障害者が真に地域と向き合い成長できる福
祉サービスの提供が、これからの福祉サービ
スのキーワードになるようです。

　　　　　　　　　　センター長　末吉正和

障害者が真に地域と向き合い成長できる福祉サービスの提供を！

今回は大谷田ホームの４名をご紹介します。

氏　　名　　尾股　未希
所　　属　　足立あかしあ園
趣味・夢　　詩を書くことです。１月からホームに住んでいます。ホームに
　　　　　　来てから規則正しい生活になり、午後９：００には眠くなっち
　　　　　　ゃいます。

氏　　名　　伏木　信一
所　　属　　ホーム援助者
趣味・夢　　足立区に住み続けたいです。趣味は予定なきドライブ。
　　　　　　三菱ディアマンテに乗ってます。以前、ユニクロで働いていた
　　　　　　時に、雑誌の取材を受けました。その時以来、写真はN G だか
　　　　　　ら極力断ってきています。　　

氏　　名　　加藤　寿
所　　属　　ホーム職員
趣味・夢　　夢はサッカー選手でした。趣味はスポーツです。いまだにサッ
　　　　　　カーやってます。20年以上もやってます。一生続けたいと思
　　　　　　ってます。好きな食べ物はカレーライスです。

氏　　名　　冨樫　薫子
所　　属　　ホーム職員
趣味・夢　　都会から離れ、自給自足の生活をしたいなーと思ってます。ホ
　　　　　　ームに来て今までとは生活リズムが変わり、規則正しい（？）
　　　　　　生活を続けています。

足立区大谷田就労支援センターＰＣ班では、ホームページ作成・封筒印刷・名刺印刷・広報誌作成

データ入力・ビデオ編集等を行っております。新しい年度と共にホームページ公開・名刺作成など

いかがでしょうか？

お気軽にご連絡ください。



TEL：03-5849-2028　FAX：03-5849-2029

03（1234）5678

123-4567

03（1234）5678

東京都板橋区14丁目125番75号

○○

足立区大谷田障害福祉施設
足立区大谷田就労支援センター（通所授産施設）

〒120-0001　東京都足立区大谷田１－４４－３　1Ｆ

□ソフトウエア・ＤＴＰ室
　TEL．03-5849-2028　FAX．03-5849-2029

□リサイクル自転車・軽作業室
　TEL．03-3605-6764　FAX．03-3605-7037

 〒120-0001　東京都足立区大谷田1-44-3　2  Ｆ

 TEL．03-3629-2286　   FAX．03-3605-7037

足立区大谷田ホーム（福祉ホーム）

    事務室

 〒120-0001　東京都足立区大谷田1-44-3　1Ｆ

 TEL．03-3605-6762　FAX．03-3605-7037

Saburo Oyata

DTP事業部副部長

〒120-0001 東京都足立区大谷田1-44-3
 TEL:03-5849-2028 FAX:03-5849-2029

株式会社 大谷田就労支援センター

大谷田　三郎

E-mail:ooyata@ainowa.or.jp

株式会社 大谷田就労支援センター

大 谷 田  太 郎１級建築士

〒120-0001 東京都足立区大谷田1-44-3
TEL:03ｰ5849-2028　FAX:03-5849-2029

E-mail:ooyata@ainowa.or.jp

大 谷 田  花 子IT事業部

E-mail:ooyata@ainowa.or.jp

http://ohyatta.z ive.net

Oyyatta Systems

〒120-0001
東京都足立区大谷田1-44-3
TEL 03-5849-2028 FAX 03-5849-2029
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※ＵＲＬが変更になりました。これからもよろしくお願いします。http://www.ooyata.com



 ３月２6日（月）青空の下、地域の方々と一

緒に消防訓練を実施しました。１階厨房から出

火したという想定で、避難訓練を開始しまし

た。職員が出火場所を確認し、初期消火が難し

いと判断した後、上自治会の方々と地元消防団

の方々と連携しながら避難誘導と残留者確認を

行ないました。実際に皆さんの迅速かつ的確な

対応により、安全に素早く避難することができ

ました。2階から人を救助する訓練では、人形

を使って消防隊の方が、はしごを使っての救助

活動の実演には緊迫感がありました。

　今回の消防演習を通して、日頃の備えや定期

的な訓練、また、火の元には十分注意すること

の大切さを再認識させられたのではないでしょ

うか。

　今後も地域の方々と合同で訓練していくとと

もに、いざという時に安全かつ迅速に避難する

ためにも、普段からの心がけが大切ですね。

合同消防演習

ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業 

　２月５日～２月1６日まで、財団法人日本障害者リハ

ビリテーション協会様のご依頼により、パソコン研修が

行われました。これは、『ダスキン・アジア太平洋障害

者リーダー育成事業』の一環で、様々な障害を持つ海外

の方が、日本の福祉や社会の現状について、知識と見聞

を広げることを目的として来日し、その一つとして、ホ

ームページ作成の研修をセンターで行いました。

　今回は２名の研修生がきました。日本語が上手でホー

ムページの習得も早く沢山の刺激を受けました。

　かわいいチャイ・スー・ファンさん・謎の手帳をもつ

サミス・メイさん共に帰国してもがんばってください。

　

『ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業』の

サイトはこちらです。http://www.normanet.ne.jp/~duskin/

　是非ご覧ください。

第5回大谷田ふれあい桜まつり

海外研修生報告

▲足立東高校による太鼓

暑い中、勇ましい太鼓が響きました。

▲車椅子体験

車椅子で街へ出てみると危険な
ところがたくさんありました。

ｐ３１

　４月１日（日）晴天。夏日。今年の『大谷田桜まつり』は、地域と一体となった、熱い（暑い？）

桜まつりとなりました。足立東高校の生徒さんによる和太鼓が鳴り響き、涙する人もいました。

車椅子で葛西用水まで散歩に行って桜吹雪を楽しんだり、ゲームをしたり・・・。

出店はバザーの他にTシャツ販売もあり、模擬店には肉まん・あんまん、やきそば、ハンバーガー

などが並び、お腹も満腹になりました。収益金は92,317円になる予定です。全て能登半島地震義

援金として寄付させていただきました。ご協力、ありがとうございました。

～言いたい放題～

秋祭もお楽しみ！

Ｙさん：午後から散歩に行きたかったです～。
　　　　疲れました。売れ行きはよかったです。

Ｔさん：去年よりパッとしなかった。お客さんも
　　　　少なかった。暑いときには冷たいものを
　　　　出せるように機転の利いた商品を出した
　　　　ら良かったと思う。マンネリ化もあるの
　　　　かなあ？

Ｏさん：お客さんが少なかったからいっぱい来て
　　　　ほしかった。

Ｏさん：暑かったね。焼けたね。まあまあ売れた
　　　　ね。

Ｋさん：単純におもしろかった。来年が楽しみで
　　　　す。

Ｏさん：やきそばを買おうと思ったら売り切れて
　　　　いた。もっと焼いてほしかったなー。

Ｏさん：楽しかったですけど暑かったです。

Ｓさん：盛大でした。初めてだったんで・・・。

Ｔさん：暑かったですね。葛西用水の方からずっ
　　　　と施設の方までお店が繋がっているとい
　　　　いなと思いました。

Ｓさん：地域の皆さんが段取りよく、お餅をつい
　　　　ていただき、集まってきた地域の子供た
　　　　ちもお母さんと一緒に楽しんでくれまし
　　　　た。センター・ホームの家族の皆さんも
　　　　駆けつけてくださり、楽しんでいただけ
　　　　たと思います。来年の桜まつりにはもっ
　　　　と多くの家族の皆さんが集う取り組みに
　　　　なれればと思います。
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Ｋさん：単純におもしろかった。来年が楽しみで
　　　　す。

Ｏさん：やきそばを買おうと思ったら売り切れて
　　　　いた。もっと焼いてほしかったなー。

Ｏさん：楽しかったですけど暑かったです。

Ｓさん：盛大でした。初めてだったんで・・・。

Ｔさん：暑かったですね。葛西用水の方からずっ
　　　　と施設の方までお店が繋がっているとい
　　　　いなと思いました。

Ｓさん：地域の皆さんが段取りよく、お餅をつい
　　　　ていただき、集まってきた地域の子供た
　　　　ちもお母さんと一緒に楽しんでくれまし
　　　　た。センター・ホームの家族の皆さんも
　　　　駆けつけてくださり、楽しんでいただけ
　　　　たと思います。来年の桜まつりにはもっ
　　　　と多くの家族の皆さんが集う取り組みに
　　　　なれればと思います。
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広報委員：大津・寺本・冨樫次号の『 OH!YATTA!! 』は10月初旬発行予定です。お楽しみに！

発行／足立区大谷田就労支援センター・足立区大谷田ホーム

オォ！　　　　　　　　ヤッター！！

OH! YATTA!!OH! YATTA!!
〒120－0001 東京都足立区大谷田1-44-3

TEL:03-3605-6762 FAX:03-3605-7037
 　　　　URL:http//www.ooyata.com

平成19年 4月 広報春号

発行責任者／末吉 正和

　今回の春号は、『施設長のあいさつ』2月に行われた『ホームページ研修』と３月に行われた『大

谷田合同防災訓練』、また、4月初旬に大谷田福祉施設（足立区大谷田就労支援センター中庭）の中

庭で行われた『大谷田ふれあい桜祭り（チャリティバザー）』の報告をお届けします。
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施設長あいさつ

picture

picture

picture

　足立区大谷田就労支援センターは、身体障
害者の（旧）通所授産施設です。一般就労が
困難な障害者に対して、作業と働く環境を提
供し、個々の能力に応じて支援を行う福祉サ
ービスの一つです。現在２３名の方が利用さ
れています。
 １８年度から施行された障害者自立支援法
の考え方の一つに、障害者の働く機会の拡大
・推進が掲げられています。しかし、障害者
の働く場の拡大はなかなか進んでいかないの
が現状です。今後の障害者雇用施策に期待す
るものです。
　私たちの施設（福祉的就労の場）から利用
者の就労支援を考えた時に、いろいろと考え
させられることがあります。
 ３年前から日々のデータ入力作業を提供し
ていただける企業があり、継続した作業に取
り組み始めました。この作業を通して、顧客
の視点から評価できるようになったことで利
用者に変化が現れてきました。周期的に長い
休みがあった利用者の通所率が良くなりまし
た。また、いろいろありながらも、入力数が
増えた、ミスが減ったと一喜一憂しながらも
毎日通所し、作業に取り組んでいる多くの利
用者には頼もしく感じる場面も多くなりまし
た。一般就労への道のりもまだまだ先のこと
なのでしょうが、以前の彼らからすると大き
な進歩です。
　しかし、一方では、その変化になかなか対
応できない利用者もいます。
　決して能力がない訳ではありません。障害

者としてしか評価を受けず社会的な経験が少
ないことに起因しているようです。
　障害者を取り巻く周辺（家族、福祉サービ
スのあり方）に少なからず課題があるように
思います。
 障害者は、「かわいそう。自分がいなけれ
ば何もできない。」と考え、「これはむずか
しい。…できない。」と決めつけ、周辺の環
境整備のみに気を配って、実社会で経験し学
ぶ機会を奪っているようです。力はあるのに
と悔しく思うことも多々あります。
　自立心は、社会との接点なしには育ちませ
ん。なかなかそこに気がつかないまま時間が
過ぎて、気がついた時には解決が難しくなっ
てきているのが現状のようです。
　利用者自身が人とのかかわりや仕事を通し
て、直接・間接的に社会的評価を受けること
は、利用者自身の成長を促し、自立心を育ん
でいくことになります。
　足立区大谷田就労支援センターにとっては
、利用者の自立支援は、就労支援と切り離せ
ない支援テーマになっています。
　障害者が真に地域と向き合い成長できる福
祉サービスの提供が、これからの福祉サービ
スのキーワードになるようです。

　　　　　　　　　　センター長　末吉正和

障害者が真に地域と向き合い成長できる福祉サービスの提供を！

今回は大谷田ホームの４名をご紹介します。

氏　　名　　ホーム入居者
所　　属　　生活介護施設
趣味・夢　　詩を書くことです。１月からホームに住んでいます。ホームに
　　　　　　来てから規則正しい生活になり、午後９：００には眠くなっち
　　　　　　ゃいます。

氏　　名　　伏木　信一
所　　属　　ホーム援助者
趣味・夢　　足立区に住み続けたいです。趣味は予定なきドライブ。
　　　　　　三菱ディアマンテに乗ってます。以前、ユニクロで働いていた
　　　　　　時に、雑誌の取材を受けました。その時以来、写真はN G だか
　　　　　　ら極力断ってきています。　　

氏　　名　　加藤　寿
所　　属　　ホーム職員
趣味・夢　　夢はサッカー選手でした。趣味はスポーツです。いまだにサッ
　　　　　　カーやってます。20年以上もやってます。一生続けたいと思
　　　　　　ってます。好きな食べ物はカレーライスです。

氏　　名　　ホーム職員
　　
趣味・夢　　都会から離れ、自給自足の生活をしたいなーと思ってます。ホ
　　　　　　ームに来て今までとは生活リズムが変わり、規則正しい（？）
　　　　　　生活を続けています。

足立区大谷田就労支援センターＰＣ班では、ホームページ作成・封筒印刷・名刺印刷・広報誌作成

データ入力・ビデオ編集等を行っております。新しい年度と共にホームページ公開・名刺作成など

いかがでしょうか？

お気軽にご連絡ください。



TEL：03-5849-2028　FAX：03-5849-2029

03（1234）5678

123-4567

03（1234）5678

東京都板橋区14丁目125番75号

○○

足立区大谷田障害福祉施設
足立区大谷田就労支援センター（通所授産施設）

〒120-0001　東京都足立区大谷田１－４４－３　1Ｆ

□ソフトウエア・ＤＴＰ室
　TEL．03-5849-2028　FAX．03-5849-2029

□リサイクル自転車・軽作業室
　TEL．03-3605-6764　FAX．03-3605-7037

 〒120-0001　東京都足立区大谷田1-44-3　2  Ｆ

 TEL．03-3629-2286　   FAX．03-3605-7037

足立区大谷田ホーム（福祉ホーム）

    事務室

 〒120-0001　東京都足立区大谷田1-44-3　1Ｆ

 TEL．03-3605-6762　FAX．03-3605-7037

Saburo Oyata

DTP事業部副部長

〒120-0001 東京都足立区大谷田1-44-3
 TEL:03-5849-2028 FAX:03-5849-2029

株式会社 大谷田就労支援センター

大谷田　三郎

E-mail:ooyata@ainowa.or.jp

株式会社 大谷田就労支援センター

大 谷 田  太 郎１級建築士

〒120-0001 東京都足立区大谷田1-44-3
TEL:03ｰ5849-2028　FAX:03-5849-2029

E-mail:ooyata@ainowa.or.jp

大 谷 田  花 子IT事業部

E-mail:ooyata@ainowa.or.jp

http://ohyatta.z ive.net

Oyyatta Systems

〒120-0001
東京都足立区大谷田1-44-3
TEL 03-5849-2028 FAX 03-5849-2029

Hanako Oyata
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※ＵＲＬが変更になりました。これからもよろしくお願いします。http://www.ooyata.com
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